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15-17 歳 　2％ 15％
18-20 歳 41％ 14％
21-25 歳 42％ 23％
26-30 歳 10％ 20％
31-38 歳 　5％ 28％
出典：クルーガー 2008: 50.
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［推薦図書］
久米郁男．2013．『原因を推論する：政治分析方法論の
すゝめ』有斐閣。政治学で因果推論の方法論の基礎を
学びたい人は必読の一冊です。
森田果．2014．『実証分析入門：データから「因果関係」
を読み解く作法』日本評論社。定量的な因果推論の方
法に興味があればぜひ読んでみて下さい。難しい数式
や記号が出てこないので，「文系」の政治学科生でも
問題なく読めます（ただし，政治学は「文系」だから
数学や統計は一切不要であるという認識は，間違って
いますので，捨てましょう）
保城広至．2015．『歴史から理論を創造する方法：社会
科学と歴史学を統合する』勁草書房。歴史学と社会科
学，歴史的事例と一般的理論の関係について考えたい
人はぜひ読んでみて下さい。
